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基
礎
介
護
選
択
生
徒

｢

基
礎
介
護｣

選
択
の

生
徒
が
、
車
い
す
体
験
の

授
業
を
受
け
た
。

講
師
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
宮
本
実
さ
ん
と
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
皆

さ
ん
を
招
き
、
車
い
す
か

ら
人
を
搬
送
す
る
方
法
、

車
い
す
を
押
し
て
段
差
を

越
え
る
方
法
、
車
い
す
に

乗
っ
た
人
を
、
車
い
す
ご

と
階
段
の
上
に
運
び
上
げ

る
方
法
な
ど
を
学
ん
だ
。

大
き
く
す
る
か
、
そ
れ
と

も
小
さ
な
政
府
を
作
っ
て

負
担
を
小
さ
く
す
る
か
、

真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
に
来
て
い
ま

す｣

と
結
ん
だ
。

６
限
目
は
各
Ｈ
Ｒ
に
戻

り
、
全
員｢

税
に
関
す
る

作
文｣

の
作
成
に
取
り
組

ん
だ
。

３
年
生
全
員
で
税
に
関

し
て
学
ん
だ
。
キ
ャ
リ
ア

実
習
室
で
、
税
に
つ
い
て

の
ビ
デ
オ
を
見
た
後
、
新

宮
税
務
署
個
人
課
税
部
門

国
税
調
査
官
の
福
井
啓
史

氏
の
講
演
を
聞
い
た
。
福

井
氏
は
、
わ
が
国
の
歳
出

・
歳
入
と
そ
の
内
訳
に
つ

い
て
、
資
料
を
使
っ
て
分

か
り
や
す
く
説
明
し
、

｢

歳
入
88
兆
円
の
う
ち
租

税
収
入
が
46
兆
円
で
、
残

り
が
国
債
で
あ
る
わ
が
国

の
財
政
は
も
は
や
火
の
車
。

皆
さ
ん
は
、
財
政
の
現
状

を
維
持
し
て
、
税
負
担
を

防
災
デ
ザ
イ
ン
選
択
生

の
う
ち
、｢

防
災
紙
芝
居

制
作
班｣

11
人
が
昭
和
19

年
お
よ
び
21
年
に
発
生
し

た
東
南
海
・
南
海
地
震
の

体
験
談
を
新
宮
市
内
在
住

の
福
田
順
一
さ
ん
と
桐
本

知
江
子
さ
ん
か
ら
聞
い
た
。

今
年
度
本
校
は｢

防
災

教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン｣

で
防
災
紙
芝
居
の
制
作
と

そ
れ
を
近
隣
の
小
学
校
や

保
育
園
な
ど
で
上
演
す
る

企
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
回
の｢

地
震
体
験｣

は

そ
の
制
作
過
程
の
も
の
で
、

生
徒
は
講
師
の
方
か
ら
、

当
時
の
年
齢
や
地
震
の
時

や
避
難
生
活
の
様
子
、
体

験
か
ら
得
た
教
訓
な
ど
に

つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

今
回
の
体
験
談
の
内
容

や
過
去
の
資
料
、
防
災
関

係
の
図
書
な
ど
を
参
考
に

紙
芝
居
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

考
え
て
い
く
。

観
光
系
科
目
選
択
生

(

２
年
生
４
人
と
３
年
生

２
人)

が
神
戸
夙
川
学
院

大
学
で
の｢

神
戸
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク｣

に
参
加
し

た
。
こ
の
授
業
は
、
本
校

と
同
大
学
と
の
高
大
連
携

の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度

よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
大
学
教
授
に
よ
る

観
光
系
講
義
の
受
講
・
学

生
ガ
イ
ド
に
よ
る
神
戸
の

観
光
施
設
で
の
現
地
学
習

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、

｢

と
て
も
楽
し
か
っ
た｣

｢

神
戸
に
行
く
た
び
に
、

違
っ
た
顔
が
見
ら
れ
る｣

と
話
し
て
い
た
。

２
学
年
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
選
択
生
49
人
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
セ
ミ
ナ
ー
の
一
環
で
、

新
宮
信
用
金
庫
監
事
の
尾

玉
幸
夫
さ
ん
か
ら｢

銀
行

融
資
に
つ
い
て
の
セ
ミ

ナ
ー｣

を
受
け
た
。
金
融

機
関
か
ら
資
金
を
借
り
入

れ
る
た
め
に
必
要
な
知
識

や
融
資
に
つ
い
て
聴
い
た
。

尾
玉
さ
ん
は
融
資
を
受

け
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
創
業
計
画
を
立
て
れ
ば

よ
い
か
、
人
、
物
、
金
、

技
術
の
四
点
を
協
調
し
て

解
説
し
、｢

こ
れ
ら
四
点

も
大
切
で
す
が
、
何
よ
り

も
必
要
な
の
は
困
難
を
乗

り
越
え
て
行
け
る
熱
意
で

す
。
若
い
世
代
の
皆
さ
ん

が
元
気
を
出
し
、
一
人
で

も
多
く
の
人
が
こ
の
地
で

起
業
し
て
、
地
域
を
活
性

体
育
祭
が
挙
行
さ
れ
た
。
数
日
来
の
天

候
不
順
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
田
中

保
健
体
育
部
長
の｢

絶
対
で
き
る
！！｣

と

い
う
予
言
通
り
、
曇
り
空
な
が
ら
雨
は
降

ら
ず
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ダ
ン
ス
バ
ト
ン
部
、
生
徒
会
執
行
部
を

先
頭
に
選
手
入
場
。
今
年
は
１
年
生
が
１

ク
ラ
ス
少
な
い
た
め
、
競
技
・
採
点
方
法

に
工
夫
を
し
た
。
学
年
競
技
を
作
り
、
１

年
生
は
大
縄
飛
び
、
２
年
生
は
綱
取
り
、

３
年
生
は
綱
引
き
を
実
施
し
た
。

午
後
か
ら
は
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
の
応
援
合

戦
。
今
年
は
シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー
ク
が
５
連

休
と
な
る
な
ど
、
準
備
期
間
の
短
さ
が
心

配
さ
れ
た
が
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
し
っ
か

り
ダ
ン
ス
を
完
成
さ
せ
、
華
麗
な
演
技
を

見
せ
た
。
最
後
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
は
、

全
員
例
年
以
上
の
乗
り
の
良
さ
を
見
せ
、

｢

ア
ン
コ
ー
ル
！｣

の
声
が
か
か
る
ほ
ど

で
あ
っ
た
。

応
援
合
戦
、
総
合
得
点
と
も
、
黒
ブ
ロ

ッ
ク(

３
年
２
組
、
２
年
４
組)

が
見
事

に
優
勝
を
遂
げ
た
。

第
35
回
七
海
祭(

文
化

祭)

が
開
催
さ
れ
た
。
新

翔
高
校
と
な
っ
て
三
年
目

だ
が
、
文
化
祭
の
名
前
は
、

文
豪
佐
藤
春
夫
作
詞
の
旧

新
宮
商
業
高
校
校
歌
の

｢

七
つ
の
海
の
消
息
を

潮
騒
に
聞
く
楽
し
さ
よ｣

か
ら
採
ら
れ
た
伝
統
あ
る

名
称
を
そ
の
ま
ま
継
承
し

て
い
る
。

今
年
の
特
徴
は
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
を
す
る
ク
ラ

ス
が
多
か
っ
た
こ
と
で
、

２
年
１
組
の｢

よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン｣

、
２
年
３
組

の｢

結
婚
式｣

を
テ
ー
マ

に
し
た
創
作
ダ
ン
ス
、
２

ど
変
わ
り
種
ま
で
、
中
庭

は
終
了
時
間
ま
で
大
に
ぎ

わ
い
で
あ
っ
た
。
恒
例
の

｢

新
翔
マ
ー
ケ
ッ
ト｣

も

２
年
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
選

択
生
徒
が
売
り
子
と
な
り
、

新
鮮
な
魚
介
類
、
野
菜
、

ミ
カ
ン
な
ど
来
場
者
に
大

好
評
で
あ
っ
た
。

年
４
組
の
奇
抜
な
扮
装

(

ふ
ん
そ
う)

の
ダ
ン
ス
、

２
年
５
組
の
浴
衣
で
踊
る

｢

パ
ラ
パ
ラ｣

、
３
年
１
組

の

｢

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ｣

、

３
年
５
組
の｢

ｃ
ｈ
ｏ
ｏ

ｃ
ｈ
ｏ
ｏ

ｔ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ｣

な
ど
衣
装
・
振
り
付
け
と

も
工
夫
を
凝
ら
し
た
ス

テ
ー
ジ
を
展
開
し
た
。
ク

ラ
ブ
で
は
、
ダ
ン
ス
バ
ト

ン
部
が
昨
年
に
続
い
て
女

子
４
人
の
か
わ
い
い
創
作

ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
。

１
年
２
組
の｢

バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
の
門｣

を
く
ぐ

っ
て
校
内
に
入
る
と
、
建

設
技
術
同
好
会
と
、
建
設

技
術
系
列
生
徒
の｢

川
原

家｣

と
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル

が
ま
ず
目
を
引
く
。
Ｈ
Ｒ

棟
東
側
に
は
、
３
年
５
組

の

｢

モ
ナ
リ
ザ｣

、
１
年

３
組
の｢

ワ
ン
ピ
ー
ス｣

の
巨
大
ネ
ッ
ト
壁
画
が
か

か
る
。

校
内
で
は
、
美
術
部
、

写
真
部
、
書
道
部
、
３
年

フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
選
択
生

の｢

ぎ
ん
な
ん
と
梅
干｣

の
展
示
が
会
議
室
を
彩
り
、

玄
関
前
に
は
華
道
部
の
作

品
、
管
理
棟
二
階
に
は
２

年
２
組
の

｢

バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
の
家｣

と
１
年
１

組
の

｢

砂
絵｣

、
食
堂
前

に
は
３
年
２
組
の｢

記
念

写
真
撮
れ
ま
す｣

、
Ｈ
Ｒ

棟
一
階
に
は
３
年
３
組
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン｢

輪
投

げ｣

と｢

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト｣

、
文
芸
部
の
作
品

展
示
、
二
階
渡
り
廊
下
に

は
、
１
年
４
組
の｢

色
紙

展｣

。
全
ク
ラ
ス
と
文
化

ク
ラ
ブ
が
必
死
で
取
り
組

ん
だ
作
品
は
、
例
年
以
上

に
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
ば

か
り
。

食
品
バ
ザ
ー
に
取
り
組

ん
だ
ク
ラ
ス
は
例
年
よ
り

少
な
か
っ
た
も
の
の
、

｢

う
ど
ん｣

｢

た
こ
焼
き｣

｢

焼
き
そ
ば｣

な
ど
定
番

の
も
の
か
ら
、｢

シ
チ

ュ
ー｣

｢

豚
汁｣

｢

揚
げ
餃

子｣
｢

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

と
焼
き
鳥
の
セ
ッ
ト｣

な
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こ
ん
に
ち
は
、
今
年

度
よ
り
本
校
に
赴
任
し

て
参
り
ま
し
た
大
江
晃

司
と
申
し
ま
す
。
担
当

教
科
は
商
業
で
、
１
年

２
組
の
副
担
任
、
部
活

動
は
硬
式
野
球
部
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
４
月
か
ら
、

は
や
半
年
が
経
ち
ま
し

た
が
、
多
く
の
生
徒
と

先
生
方
と
の
関
わ
り
の

中
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と

が
大
変
多
く
、
生
徒
と

と
も
に
成
長
を
し
な
が

ら
、
充
実
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
校
で
は
５

系
列
の
う
ち
、
商
業
を

学
ぶ
系
列
は
ビ
ジ
ネ
ス

系
列
、
情
報
系
列
、
会

計
系
列(

次
年
度
入
学

生
か
ら
地
域
観
光
系

列)

が
あ
り
ま
す
。
ど

の
系
列
も
将
来
、
働
い

て
い
く
上
で
必
要
な
知

識
や
技
術
な
ど
の
大
切

な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま

す
。な

ぜ｢

高
校
生
か
ら

働
く
こ
と(

商
業)

に

つ
い
て
学
ぶ
の｣

と
よ

く
生
徒
に
聞
か
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
早
い

段
階
か
ら
や
り
た
い
こ

と
を
見
つ
け
、
自
分
の

可
能
性
を
信
じ
て
、
高

校
生
の
段
階
か
ら
働
く

こ
と
を
意
識
す
る
こ
と

は
大
変
重
要
で
あ
る
と

思
い
ま
す
し
、
そ
の
意

味
で
商
業
科
目
を
学
ぶ

意
味
は
大
い
に
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
進
路

や
興
味
・
関
心
に
応
じ

て
学
び
た
い
こ
と
を
学

ぶ
本
校
に
お
い
て
は
、

自
分
の
可
能
性
を
伸
ば

す
環
境
が
十
分
に
整
っ

て
い
ま
す
。
少
し
で
も

生
徒
の
将
来
の
た
め
の

手
助
け
を
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
よ
い
と

日
々
思
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
本

校
の
前
身
で
あ
る
新
宮

商
業
高
校
の
出
身
で

す
。
昨
年
度
、
三
重
県

鈴
鹿
市
に
あ
る
高
校
で

勤
め
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
年
度
は
母
校

で
働
く
こ
と
が
で
き
大

変
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
と

同
時
に
責
任
も
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。
３
年
前

に
校
名
は
変
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
本
校

や
地
元
新
宮
・
東
牟
婁

地
域
に
対
す
る
思
い
は

と
て
も
強
く
、
一
人
で

も
多
く
こ
の
地
域
を
支

え
て
く
れ
る
人
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
願
い
な
が

ら
、
生
徒
た
ち
と
関
わ

っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
私
が
教
師
と

し
て
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
の
一
つ
に｢

生
徒

と
と
も
に｣

と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
勉
強

に
し
て
も
、
部
活
動
に

し
て
も
、
一
人
一
人
の

生
徒
を
大
切
に
と
こ
と

ん
一
緒
に
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
を
意
識
し
て

い
ま
す
。
卒
業
生
だ
か

ら
こ
そ
わ
か
る
子
ど
も

た
ち
の
思
い
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
思
い
を
大
事

に
し
て
生
徒
た
ち
の
可

能
性
を
伸
ば
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な

私
で
す
が
、
生
徒
た
ち

の
た
め
に
熱
い
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
日
々
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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ラ
グ
ビ
ー
同
好
会

(

恵
須
川
淳
悟
監
督)

は
４
月
に
発
足
し
、
現

在
部
員
は
３
年
生
６
名
、

２
年
生
６
人
、
１
年
生

８
人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
１
年
生
３
人
、
計
23

人
で
活
動
し
て
い
る
。

活
動
の
内
容
は
、
日

曜
日

(

ウ
エ
ー
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ)

水
・
金

曜
日(

坂
ダ
ッ
シ
ュ
、

ウ
エ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ)

、
火
・
木
・
土

・
日
曜
日
は
本
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
紀
南
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
練
習
を
実
施
。

６
月
よ
り
練
習
試
合

が
行
え
る
よ
う
に
な
り
、

熊
野
高
校
、
田
辺
工
業

高
校
、
那
賀
高
校
、
新

宮
高
校
、
奈
良
王
寺
工

業
高
校
と
対
戦
し
、
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
。

全
国
大
会
和
歌
山
予

選
へ
の
参
加
も
認
め
ら

れ
、
紀
三
井
寺
球
技
場

で
新
宮
高
校
と
対
戦
し

た
が
健
闘
の
末
敗
れ
た
。
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化
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す｣

と
熱
く
語

っ
た
。

生
徒
た
ち
は
今
後
、
事

業
実
施
に
必
要
な
資
金
を

得
る
た
め
、
銀
行
役
の
青

年
部
に
対
し
事
業
計
画
書

と
予
算
書
を
基
に
説
明
し
、

借
り
入
れ
交
渉
に
挑
む
。

青
年
部
は
事
業
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
妥
当
と
認

め
ら
れ
る
金
額
を
審
査
し
、

上
限
５
万
円
で
資
金
を
貸

し
出
す
。

ま
た
接
客
、
対
応
な
ど

の
基
本
的
な
マ
ナ
ー
も
学

び
、
３
月
開
催
予
定
の
商

店
街
合
同
イ
ベ
ン
ト
で
、

空
き
店
舗
を
利
用
し
販
売

実
習
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
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